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○

信
用
金
庫
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
三
年
政
令
第
百
四
十
二
号
）

改

正

案

現

行

（
同
一
人
に
対
す
る
信
用
の
供
与
等
）

（
同
一
人
に
対
す
る
信
用
の
供
与
等
）

第
十
一
条

（
略
）

第
十
一
条

（
略
）

２
～

（
略
）

２
～

（
略
）

10

10

銀
行
法
第
十
三
条
第
二
項
後
段
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
た
だ
し
書

銀
行
法
第
十
三
条
第
二
項
後
段
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
た
だ
し
書

11

11

に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
や
む
を
得
な
い
理
由
は
、
次
に
掲
げ
る
理
由
と
す

に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
や
む
を
得
な
い
理
由
は
、
次
に
掲
げ
る
理
由
と
す

る
。

る
。

一

第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
金
庫
及
び
そ
の
子
会

一

第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
金
庫
及
び
そ
の
子
会

社
等
（
銀
行
法
第
十
三
条
第
二
項
前
段
に
規
定
す
る
子
会
社
等
を
い
う
。
以

社
等
（
銀
行
法
第
十
三
条
第
二
項
前
段
に
規
定
す
る
子
会
社
等
を
い
う
。
以

下
こ
の
項
及
び
第
十
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
そ
の
子
会
社
等
が
同
号

下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
そ
の
子
会
社
等
が
同
号
の
債
務
者
等
に

の
債
務
者
等
に
対
し
て
合
算
し
て
銀
行
法
第
十
三
条
第
二
項
前
段
に
規
定
す

対
し
て
合
算
し
て
銀
行
法
第
十
三
条
第
二
項
前
段
に
規
定
す
る
合
算
信
用
供

る
合
算
信
用
供
与
等
限
度
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
合
算
信
用
供
与
等

与
等
限
度
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
合
算
信
用
供
与
等
限
度
額
」
と
い

限
度
額
」
と
い
う
。
）
を
超
え
て
信
用
の
供
与
等
を
し
な
い
こ
と
と
す
れ
ば

う
。
）
を
超
え
て
信
用
の
供
与
等
を
し
な
い
こ
と
と
す
れ
ば
、
当
該
債
務
者

、
当
該
債
務
者
等
の
事
業
（
第
九
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
規
定
す
る
事
業

等
の
事
業
（
第
九
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
規
定
す
る
事
業
を
除
く
。
次
号

を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
継
続
に
著
し
い
支
障
を
生
ず
る
お
そ

に
お
い
て
同
じ
。
）
の
継
続
に
著
し
い
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

れ
が
あ
る
こ
と
。

。

二
～
五

（
略
）

二
～
五

（
略
）

（
略
）

（
略
）

12

12

銀
行
法
第
十
三
条
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
信
用
の
供
与

（
新
設
）

13
等
は
、
信
用
の
供
与
等
を
行
う
金
庫
又
は
そ
の
子
会
社
等
と
実
質
的
に
同
一
と
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認
め
ら
れ
る
者
に
対
す
る
信
用
の
供
与
等
と
す
る
。


